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表紙のロゴマークについて

薬学部30周年記念ネクタイピンのデザインから
イチョウの部分のみを抜き出して使用している。

〔30周年記念ネクタイピンのデザインについて〕
　意匠：廣部雅昭　名誉教授（元薬品代謝化学教室教授）
〇薬学部章“Φ”を東大のシンボル：イチョウの葉２枚でデザインした。
〇1873　東大薬学部の起源（明治６年）
　1958　東大薬学部独立（昭和33年）
　1988　東大薬学部30周年（昭和63年）
　それぞれを目立たない数字で模様のようにアレンジした。
〇イチョウの葉の軸の部分は“∞”を形どり、無限の可能性、“薬学部は永遠なり”を
意味している。



１．沿　革
１）沿革概要
　東京大学大学院薬学系研究科の源流は、明治６年（1873）文部省布達により東京神田和泉町の医学校に製薬教場
が設置されたことに始まる。明治10年（1877）東京大学創立に伴い、製薬学科となり、同20年（1887）医科大学薬
学科に改組された。発足当初、ドイツ人ミュルレル氏らの勧告によって、医師が患者に投薬する日本古来の医療慣
習の危険性、粗悪薬品の輸入防止などへの対策として薬学研究教育の重要性が指摘されたことが契機となったこと
もあり、医学と薬学の緊密性をうたったドイツ式教育がその中心となった。明治７年（1874）ドイツ留学から帰朝
した柴田承桂氏が初代教授となり外国人教師が加わり、明治11年（1878）最初の卒業生として９名の製薬士を送り
出した。医科大学薬学科に改組された後は、第１回製薬士下山順一郎、丹波敬三の両教授と丹羽籐吉郎助教授の担
任で開講され、明治23年（1890）薬学科第１回卒業生として５名に薬学士の称号が授与された。
　明治26年（1893）薬学科に生薬学（下山順一郎）、衛生裁判化学（丹波敬三）、薬化学（長井長義）の３講座が、
設置されるとともに、同39年（1906）最新式の赤煉瓦の薬学本館が完成、同40年（1907）に増設された薬品製造学
講座（丹羽籐吉郎）を加えて名実ともに近代薬学教育研究体制がスタートした。大正８年（1919）の学制改革によ
り医学部薬学科となり、昭和５年（1930）臓器薬品化学（昭和29年生理化学と改称）、昭和17年（1942）薬品分析
化学の２講座が新設された。その間関東大震災、第二次世界大戦の苦難の道を乗り越えながら、薬学研究教育の使
命を果たしてきた。当初薬学研究の主力は製薬学、とくに草根木皮よりの薬効成分の単離、構造決定、合成研究が
活発に行われた結果、長井長義のエフェドリンの発見を始めとする高水準の天然物有機化学、合成有機化学が東大
薬学に開花し、その後の研究の主流をなして来た。
　昭和24年（1949）新制大学として再編成された医学部薬学科は教科目の充実をはかるべく、製剤学、薬品作用学
の２講座を新設、８講座体制が敷かれたが、さらに総合科学性の極めて高い薬学の本質に鑑み、有機化学に加えて
基礎学として生物化学、物理化学系の充実強化をもはかるべく、その機が熟した昭和33年（1958）、80余年の来歴
に終止符をうち、医学部より独立、東大薬学部が誕生した。学部独立により薬学科、製薬化学科の２学科制をと
るとともに、学生定員も35名から70名へと倍増、さらに新館建築、諸施設整備がはかられた。講座も薬品製造工学

（1960）、微生物薬品化学（1961）、薬品物理化学（1961）、薬品合成化学（1963）、薬品物理分析学（1967）が、さ
らに薬害をめぐる社会的要請にもとづき薬害研究施設（1966）が相次いで設置された。さらに昭和48年（1973）に
は現在の千葉市花見川区畑町に薬用植物園が設けられた。
　このように学部独立によって、薬学の使命である秀れた医薬の創製と医療への応用を目指すバランスのとれた基
礎研究・教育体制が敷かれたが、さらに近年における学問・技術の急速な進歩、高度化に対応して、大学院教育の
充実強化による秀れた人材の育成をはかるべく、昭和51年（1976）従来の２専門課程に加えて、大学院生命薬学専
門課程を増設、薬害研究施設の２部門、毒性薬理学（1966）生体異物・免疫化学（1971）および新設の薬品代謝化
学（1976）の３講座を基幹講座としてスタートした。これに伴い前記施設は発展的に解消した。さらに平成６年度

（1994）進学生より学部定員を80名に増加し、また講座も２寄付講座、医薬分子設計学（1990－1995）、機能病態学
（1992－1996）に加え薬品分子機能学講座（1992）が、生命薬学専攻課程に相関医薬化学講座（1994）が新設され
た。また平成８年度（1996）に教育の多様化と統合化を図るため、既存の２学科を統合し、薬学科１学科に改組し
た。さらに柔軟な教育研究体制の確立のため、既存の小講座を５つの大講座に改組し、医療薬学講座に臨床薬学専
門分野を新設したことにより、近年の薬学領域の進歩、拡大に対応すべく研究・教育体制の充実が図られた。
　その後、平成９年度（1997）には、大学院重点化により薬学部は大学院薬学系研究科・薬学部として整備充実が
図られ、大学院学生定員の大幅増と専攻の再編により分子薬学・機能薬学・生命薬学の３専攻体制となった。また、
平成13年度（2001）には重要な疾患の治療薬のシーズを大学院薬学系研究科の総力を結集して探索することを目的
に創薬理論科学寄付講座（2001－2007）を設立、さらに、新規医薬の経済学的評価法に関する学問を発展させるこ
とを目的とした医薬経済学寄付講座（2001－2006）を設立した。平成14年度（2002）には大学と社会との産学連携
を推進し、実りある価値を創造するための「新しい仕組み」を開発・提案することを目的としたファーマコビジネ
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ス・イノベーション寄付講座（2002－2007、2016－2019）を設立、さらに平成15年度（2003）には、日本のトップ
レベルの製薬企業との連携により真のサイエンスとしての創薬科学を建設し、日本発の優れた医薬品シーズを発見
することを目的とした創薬科学連携客員講座が新設された。平成16年（2004）３月に、薬学系総合研究棟（Ⅰ期）
が竣工、民間からの寄付金によるⅡ期分と併せ、平成18年（2006）２月に完成した。
　平成16年（2004）４月に国の機関から国立大学法人東京大学となった。同年４月には医薬品の有効性と安全性を
的確に評価する科学を開発、体系化し、体得する教育を提供することを目的とした医薬品評価科学講座が総長裁量
により新設された。また、塩野義製薬との共同研究契約をもとに新たに産学連携共同研究室が設置された。同年10
月には医薬品情報に関する方法論の開発、実践などを目的とする医薬品情報学寄付講座（2004－2009）が新設され
た（2009年に設置更新）。平成18年（2006）４月にジェネリック医薬品の現状分析や高価な医薬品の経済分析など
を目的とした医薬政策学（東和薬品）寄付講座（2006－2011）が新設された（2020年に設置更新）。
　平成18年（2006）４月には、近年の高度医療に対応し、かつ臨床現場に即した薬剤師教育を行うことが必要との
認識から、学校教育法、薬剤師法が改正され、従来の薬学科を廃止して、薬科学科（４年制課程）と薬学科（６年
制課程）を設置した。平成19年（2007）４月には、創薬理論科学寄付講座をさらに発展、充実させるべく新たにア
ステラス創薬理論科学寄付講座が開設された。平成20年（2008）４月には、専攻の再編により統合薬学専攻を新設、
従来の３専攻に加え４専攻体制となった。さらに、平成22年（2010）４月には、大学院修士課程にこれら４専攻を
統合して新たに薬科学専攻を設置した。この平成24年（2012）４月には、大学院博士後期課程（３年制課程）に４
専攻を統合して薬科学専攻を、また薬学博士課程（４年制課程）を設置した。
　平成24年（2012）６月には、新しい薬学教育課程（特に６年制薬学科、薬学専攻博士課程）における教育・研究
体制の充実を目指して、医療薬学高度教育開発センターを設置した。また、同年10月には、物質の分泌と取り込み
の輸送を司る細胞小器官エンドソームに着目し、その物流制御分子基盤と破綻による疾患の同定を目的とした疾患
細胞生物学寄付講座（2012－2017）が新設された。
　平成25年（2013）10月には、未だ有効な治療法が無い国民病・難治疾患治療のための創薬シーズの発見、疾患診
断技術開発による予防医療の推進を図ることを目的としたワンストップ創薬共用ファシリティセンターが文部科学
省「先端研究基盤共用・プラットフォーム形成事業」の支援の下に設置された。平成26年（2014）４月には、医療
薬学高度教育開発センターが教育組織として６年制薬学科教育課程の更なる充実のため医療薬学教育センターと改
称された。
　平成27年（2015）４月には、医薬品情報学寄付講座をさらに発展、充実させるべく新たに育薬学寄付講座（2015 －
2020）が設置された（2020年に設置更新）。平成29年（2017）４月には、ヒト細胞を使った各種創薬評価系を作り
その適合性を確立することにより、創薬・医療に貢献することを目的としたヒト細胞創薬学寄付講座（2017－2022）
を設置、また同年７月に脳神経疾患における疾病発症分子機構の解明を通じ、新薬創薬標的分子の同定と画期的創
薬アプローチの確立を目指す脳神経疾患治療学社会連携講座（2017－2022）が設置された（2020年に設置更新）。
　平成30年（2018）10月には、ヒト細胞を利用し化学物質、気体物質の有効性、安全性評価系を確立することを目
的とした化学物質安全性評価システム構築社会連携講座（2018－2021）が設置された。また、同年11月には、ICT 
を活用した臨床データ収集のイノベーションによる医薬品開発の革新と、薬局参加型の市販後適正使用や医療薬学
的指導によるヘルスケアの推進、およびビッグデータ時代の患者活動に必要な医薬品開発教育やデータ利活用教育
のプログラム開発を目的としたITヘルスケア社会連携講座（2018－2022）が設置された。
　平成31年（2019）４月には、医療薬学教育センターとワンストップ創薬共用ファシリティセンターを薬用植物園
と同様、東京大学基本組織規則第44条に基づく大学院薬学系研究科附属施設として設置した。
　令和２年（2020）４月には、臨床医学において実用的な診断薬となりうるアクティベイタブル蛍光プロープの開
発および実用化を目指し、臨床医学と有機化学の橋渡し研究および周辺技術の開発を行うことを目的とした蛍光医
療化学社会連携講座（2020－2023）が設置された。また、同年10月には標的とするタンパク質を選択的に分解する
新しい技術を開発し、その技術を基にした創薬研究を行うこと、またこれらの研究を遂行する中で、この分野の次
世代のリーダーとなる人材を教育養成することを目的としたタンパク質分解創薬社会連携講座（2020－2025）が設
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置された。
　令和４年（2022）４月には、がん治療薬ベンダムスチン・リゴセルチブの従来認知されていたパスウェイ以外の
作用機序に関する新たな知見を得るとともに、他の薬剤との併用療法等を検討し、MDS/AMLをはじめとした難
治性の疾患に対する新規の治療法の創出を目指し、人口の高齢化に伴うMDS/AMLの患者数の増加という問題に
対して、医療ニーズに応え、社会貢献することを目的とした分子腫瘍薬学社会連携講座（2022－2025）が設置された。
　また、創薬機構が改組され、東京大学基本組織規則第44条に基づく大学院薬学系研究科附属施設として設置され
た。

トリカブト（附属薬用植物園）

ボタン（附属薬用植物園）
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歴 代 学 部 長	 石　館　守　三（昭33.   4.   1～昭35.   3. 31）	 中　嶋　暉　躬（平 2.   4.   1～平  4.   3. 31）
	 伊　藤　四十二（昭35.   4.   1～昭39.   3. 31）	 廣　部　雅　昭（平 4.   4.   1～平  6.   3. 31）
	 野　上　　　壽（昭39.   4.   1～昭43.   3. 31）	 古　賀　憲　司（平 6.   4.   1～平  8.   3. 31）
	 山　田　俊　一（昭43.   4.   1～昭43. 11.   4）	 名　取　俊　二（平 8.   4.   1～平10.   3. 31）
	 柴　田　 　二（昭43. 11.   5～昭45. 11.   4）	 井　上　圭　三（平10.   4.   1～平11.   3. 31）
	 浮　田　忠之進（昭45. 11.   5～昭47.   4. 25）	 今　井　一　洋（平11.   4.   1～平13.   3. 31）
	 水　野　傅　一（昭47.   4. 25～昭47.   5. 24）	 桐　野　　　豊（平13.   4.   1～平16.   3. 31）
	 　　　　　　　（事務取扱）	 海老塚　　　豊（平16.   4.   1～平18.   3. 31）
	 管　　　孝　男（昭47.   5. 25～昭49.   5. 24）	 柴　﨑　正　勝（平18.   4.   1～平20.   3. 31）
	 高　木　敬次郎（昭49.   5. 25～昭50.   3. 31）	 杉　山　雄　一（平20.   4.   1～平22.   3. 31）
	 滝　澤　武　夫（昭50.   4.   1～昭51.   3. 31）	 長　野　哲　雄（平22.   4.   1～平24.   3. 31）
	 水　野　傅　一（昭51.   4.   1～昭54.   3. 31）	 堅　田　利　明（平24.   4.   1～平26.   3. 31）
	 野　島　庄　七（昭54.   4.   1～昭56.   3. 31）	 嶋　田　一　夫（平26.   4.   1～平28.   3. 31）
	 山　田　正　篤（昭56.   4.   1～昭58.   3. 31）	 新　井　洋　由（平28.   4.   1～平30.   3. 31）
	 粕　谷　　　豊（昭58.   4.   1～昭60.   3. 31）	 一　條　秀　憲（平30.   4.   1～令  2.   3. 31）
	 福　田　英　臣（昭60.   4.   1～昭62.   3. 31）	 船　津　高　志（令 2.   4.   1～令  4.   3. 31）
	 花　野　　　学（昭62.   4.   1～平元.   3. 31）	 三　浦　正　幸（令 4.   4.   1～　　　    ）
	 大　澤　利　昭（平元.   4.   1～平  2.   3. 31）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各専門分野教授の変遷
� （明治26年＝1893年講座制定以降現在に至る）　　◎：現存の教室（令和4年7月現在）

有機薬科学講座
◎薬化学教室（旧薬化学講座）

明26　－　大10	 教 授	 長 井 長 義
大10　－　昭12	 教 授	 近　藤　平三郎
昭13　－　昭34	 教 授	 落 合 英 二
昭34　－　昭58	 教 授	 岡 本 敏 彦
昭58　－　平 9	 教 授	 首 藤 紘 一
平 9　－　平12	 教授（併）	 首 藤 紘 一
平13　－	 教 授	 大和田　智　彦

◎天然物合成化学教室（�平成31有機反応化学教室を改
称／旧薬品製造化学講座／昭
35薬品製造学講座を改称）

明40　－　大11	 教 授	 丹　羽　籐吉郎
大11　－　昭12	 教 授	 慶松　勝左衛門
昭12　－　昭34	 教 授	 菅 澤 重 彦
昭34　－　昭51	 教 授	 山 田 俊 一
昭51　－　平10	 教 授	 古 賀 憲 司
平10　－　平19	 教 授	 小　林　　　修
平19　－	 教 授	 井 上 将 行

◎有機合成化学教室（�旧薬品合成化学講座／昭38植物
薬品化学講座を改称）

昭39　－　昭52	 教 授	 滝 澤 武 夫
昭52　－　平 3	 教 授	 大 野 雅 二
平 3　－　平22	 教 授	 柴 﨑 正 勝
平22　－	 教 授	 金　井　　　求

　天然物合成化学教室（旧相関医薬化学講座）
平 7　－　平24	 教 授	 福　山　　　透

◎天然物化学教室（�旧生薬学・植物化学講座／昭38生
薬学講座を改称）

明26　－　明45	 教 授	 下　山　順一郎
大元　－　大 7	 助 教 授	 朝比奈　泰　彦
大 7　－　昭16	 教 授	 朝比奈　泰　彦
昭16　－　昭19	 教 授	 藤 田 直 市
昭20　－　昭23	 教 授	 浅　野　三千三
昭24　－　昭25	 助 教 授	 柴 田 二
昭25　－　昭51	 教 授	 柴 田 二

昭51　－　平 7	 教 授	 三　川　　　潮
平 7　－　平21	 教 授	 海老塚　　　豊
平21－	 教 授	 阿 部 郁 朗

◎基礎有機化学教室
平22　－	 教 授	 内 山 真 伸

物理薬科学講座
◎生体分析化学教室（旧薬品分析化学講座）

昭17　－　昭36	 教 授	 石 舘 守 三
昭36　－　昭52	 教 授	 田 村 善 藏
昭52　－　昭58	 教授（併）	 田 村 善 藏
昭58　－　平 5	 教 授	 中 嶋 暉 躬
平 5　－　平15	 教 授	 今 井 一 洋
平16　－	 教 授	 船 津 高 志
平31　－　	 客員教授	 木 村 廣 道

◎生命物理化学教室（旧薬品物理化学講座）
昭36　－　昭61	 教 授	 坪 井 正 道
昭61　－　平 6	 教 授	 荒 田 洋 治
平 6　－　令 2	 教 授	 嶋 田 一 夫
令 2　－　令 3	 准 教 授	 上 田 卓 見
令 3　－　	 教 授	 竹　内　　　恒

生物薬科学講座
◎衛生化学教室（�旧衛生化学・裁判化学講座／昭38衛

生裁判化学講座を改称）
明26　－　大 7	 教 授	 丹 波 敬 三
大 7　－　大10	 教 授	 近　藤　平三郎
大10　－　大13	 助 教 授	 服 部 健 三
大13　－　昭17	 教 授	 服 部 健 三
昭17　－　昭32	 教 授	 秋 谷 七 郎
昭32　－　昭47	 教 授	 浮　田　忠之進
昭47　－　昭48	 教 授	 梶 昭
昭48　－　昭49	 教授（併）	 大 澤 利 昭
昭49　－　昭50	 教授（併）	 野 島 庄 七
昭50　－　昭60	 教 授	 野 島 庄 七
昭60　－　平12	 教 授	 井 上 圭 三
平12　－　平31	 教 授	 新 井 洋 由
令 2　－　	 教 授	 青 木 淳 賢
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◎生理化学教室（�旧生理化学講座／昭29臓器薬品化学
講座を改称）

昭 5　－　昭23	 教 授	 緒 方 　 章
昭23　－　昭44	 教 授	 伊　藤　四十二
昭44　－　昭61	 教 授	 山 田 正 篤
昭61　－　平 5	 教 授	 宇 井 理 生
平 5　－　平29	 教 授	 堅 田 利 明
平30　－　	 教 授	 北 川 大 樹

◎分子生物学教室（�平26生体異物学教室を改称／旧生体
異物・免疫化学講座／昭51附属薬
害研究施設生体異物研究部門転換）

昭46　－　平 3	 教 授	 大 澤 利 昭
平 3　－　平25	 教 授	 入 村 達 郎
平25　－　	 教 授	 後　藤　由季子

◎遺伝学教室（旧薬品分子機能学講座）
平 5　－　平 6	 教 授	 長 野 晃 三
平 8　－　平12	 教 授	 武 藤 　 誠
平12　－　平13	 教授（併）	 武 藤 　 誠
平15　－　	 教 授	 三 浦 正 幸

◎細胞情報学教室（�旧薬効安全性学教室／平9毒性薬
理学講座を改称／昭51附属薬害研
究施設薬害作用部門転換）

昭41　－　昭51	 教 授	 粕 谷 　 豊
昭52　－　平元	 教 授	 福 田 英 臣
平元　－　平13	 教 授	 長 尾 　 拓
平14　－　	 教 授	 一 條 秀 憲

◎蛋白質代謝学教室（�平19神経生物物理学教室を改称
／旧薬品製造工学講座）

昭35　－　昭51	 教 授	 管 　 孝 男
昭51　－　昭52	 教授（併）	 清 水 　 博
昭52　－　平 5	 教 授	 清 水 　 博
平 5　－　平17	 教 授	 桐 野 　 豊
平17　－　平18	 教授（兼）	 桐 野 　 豊
平19　－　平19	 教授（兼）	 松 木 則 夫
平19　－　	 教 授	 村 田 茂 穂

創薬学講座
◎薬品代謝化学教室（旧薬品代謝化学講座）

昭51　－　平 8	 教 授	 廣 部 雅 昭
平 8　－　平25	 教 授	 長 野 哲 雄
平26　－　	 教 授	 浦 野 泰 照

◎蛋白構造生物学教室（旧薬品物理分析学講座）
昭42　－　昭63	 教 授	 飯 高 洋 一
昭63　－　平22	 教 授	 佐 藤 能 雅
平22　－　	 教 授	 清 水 敏 之

◎免疫・微生物学教室（�平29微生物薬品化学教室を改
称／旧発生細胞化学教室／旧
微生物薬品化学講座）

昭36　－　昭55	 教 授	 水 野 傅 一
昭55　－　平11	 教 授	 名 取 俊 二
平11　－　平28	 教 授	 関 水 和 久
平28　－　	 教 授	 堀 　 昌 平

　細胞生化学教室
平 9　－　平11	 助 教 授	 山 本 一 夫

医療薬学講座
◎分子薬物動態学教室（�旧製剤設計学講座／製剤学講

座を改称）
昭26　－　昭46	 教 授	 野 上 　 壽
昭46　－　平 3	 教 授	 花 野 　 学
平 3　－　平24	 教 授	 杉 山 雄 一
平20　－　平22	 特任教授	 池 田 敏 彦
平24　－　	 教 授	 楠 原 洋 之

◎薬品作用学教室（旧薬品作用学講座）
昭30　－　昭32	 教 授	 熊 谷 　 洋
昭32　－　昭51	 教 授	 高　木　敬次郎
昭51　－　昭61	 教 授	 粕 谷 　 豊
昭61　－　平 9	 教 授	 齋 藤 　 洋
平 9　－　平26	 教 授	 松 木 則 夫
平26　－　	 教 授	 池 谷 裕 二
平29　－　平30	 特任教授	 關 野 祐 子

◎機能病態学教室（平27臨床薬学教室を改称）
平 8　－　平10	 助 教 授	 岩 坪 　 威
平10　－　平26	 教 授	 岩 坪 　 威
平26　－　	 教 授	 富 田 泰 輔
平29　－　	 客員教授	 鳥 居 慎 一

　臨床分子解析学教室
平19　－　平26	 准 教 授	 三 田 智 文
平26　－　平27	 特任教授（兼）	 三 田 智 文

社会薬学講座
◎医薬品評価科学教室

平17　－　平24	 教授（兼）	 杉 山 雄 一
平18　－　	 客員教授	 藤 原 康 弘
平24　－　平26	 教授（兼）	 松 木 則 夫
平26　－　平28	 教授（兼）	 嶋 田 一 夫
平28　－　平29	 教授（兼）	 新 井 一 由
平30　－　令 2	 教授（兼）	 一 條 秀 憲
令 2　－　令 4	 教授（兼）	 船 津 高 志
令 4　－　	 教授（兼）	 三 浦 正 幸

〔連携客員講座〕
　創薬科学

平15　－　平20	 客員教授	 柳 澤 宏 明
平15　－　平20	 客員教授	 小 池 博 之
平19　－　平22	 客員教授（兼）	 山 西 嘉 晴
平20　－　平27	 客員教授	 世 永 雅 弘

〔産学連携共同研究室〕
（塩野義）

平16　－　平18	 客員教授	 勝 浦 五 郎
平19　－　平22	 客員（講師）	 安 酸 達 郎
平21　－　平25	 客員教授	 吉 岡 　 健
平25　－　平26	 客員教授	 中 野 　 亨
平28　－　令 3	 客員教授	 武 本 　 浩

　（エーザイ）
平18　－　平22	 客員教授	 山 西 嘉 晴

〔附属施設〕
◎薬用植物園

昭48　－　昭51	 園長（併）	 柴 田 二
昭51　－　昭58	 園長（併）	 岡 本 敏 彦

- 5 -

100002365_東大大学院薬学部 概要_cc21.indd   5100002365_東大大学院薬学部 概要_cc21.indd   5 2023/06/12   15:542023/06/12   15:54



昭58　－　昭60	 園 長（併）	 粕 谷 　 豊
昭60　－　昭62	 園 長（併）	 福 田 英 臣
昭62　－　平元	 園 長（併）	 花 野 　 学
平元　－　平 2	 園 長（併）	 大 澤 利 昭
平 2　－　平 4	 園 長（併）	 中 嶋 暉 躬
平 4　－　平 6	 園 長（併）	 廣 部 雅 昭
平 6　－　平 8	 園 長（併）	 古 賀 憲 司
平 8　－　平10	 園 長（併）	 名 取 俊 二
平10　－　平11	 園 長（併）	 井 上 圭 三
平11　－　平13	 園 長（併）	 今 井 一 洋
平13　－　平16	 園 長（併）	 桐 野 　 豊
平16　－　平18	 園 長（併）	 海老塚　　　豊
平18　－　平20	 園 長（併）	 柴 﨑 正 勝
平20　－　平22	 園 長（併）	 杉 山 雄 一
平22　－　平24	 園 長（併）	 長 野 哲 雄
平24　－　平26	 園 長（併）	 堅 田 利 明
平26　－　平28	 園 長（併）	 嶋 田 一 夫
平28　－　平30	 園 長（併）	 新 井 洋 由
平30　－　令 2	 園 長（併）	 一 條 秀 憲
令 2　－　令 4	 園 長（併）	 船 津 高 志
令 4　－　	 園 長（併）	 三 浦 正 幸

◎医療薬学教育センター
平31　－　令 2	 センター長・教授（兼）	 一 條 秀 憲
令 2　－　令 4	 センター長・教授（兼）	 船 津 高 志
令 4　－　	 センター長・教授（兼）	 三 浦 正 幸

◎ワンストップ創薬共用ファシリティセンター
平31　－　	 センター長・教授（兼）	 村 田 茂 穂

◎創薬機構
令 4　－　	 機構長・教授（兼）	 一 條 秀 憲

〔寄付講座〕
　医薬分子設計学

平 2　－　平 6	 客員助教授	 板 井 昭 子
平 6　－　平 7	 客 員 教 授	 板 井 昭 子

　機能病態学
平 4　－　平 8	 客員助教授	 岩 坪 　 威

　創薬理論科学
平13　－　平14	 客 員 教 授	 藤 野 政 彦
平13　－　平14	 客員助教授	 夏 苅 英 昭
平14　－　平18	 客 員 教 授	 夏 苅 英 昭
平18　－　平19	 客 員 教 授	 白 石 　 充

　医薬経済学
平13　－　平18	 客 員 教 授	 津　谷　喜一郎
平13　－　平18	 客員助教授	 福 田 　 敬

　ファーマコビジネス・イノベーション
平14　－　平28	 特 任 教 授	 木 村 廣 道
平14　－　平16	 客員助教授	 各 務 茂 夫
平17　－　平19	 客員助教授	 田 仲 昭 子
平19　－　平20	 特任准教授	 星 　 作 男
平28　－　平31	 客 員 教 授	 木 村 廣 道
平28　－　平29	 特任准教授	 柴　山　創太郎
平29　－　平30	 特 任 教 授	 今 村 恭 子

　医薬品情報学
平16　－　平27	 特 任 教 授	 澤 田 康 文
平17　－　平21	 特任准教授	 大 谷 壽 一
平21　－　平27	 特任准教授	 堀 　 里 子

◎医薬政策学
平18　－　平27	 特 任 教 授	 津　谷　喜一郎
平18　－　平19	 客員助教授	 福 田 　 敬
平27　－　平31	 客 員 教 授	 津　谷　喜一郎
平27　－　平31	 特任准教授	 五十嵐　　　中
平31　－　令 2	 教 授（兼）	 一 條 秀 憲
平31　－　	 客員准教授	 五十嵐　　　中
令 2　－　令 4	 教 授（兼）	 船 津 高 志
令 4　－　	 教 授（兼）	 三 浦 正 幸

　アステラス創薬理論科学
平19　－　平24	 客 員 教 授	 竹 中 登 一
平19　－　平24	 特 任 教 授	 磯 貝 隆 夫

　疾患細胞生物学
平24　－　平29	 教 授（兼）	 新 井 洋 由
平24　－　平29	 特任准教授	 田 口 友 彦

◎育薬学
平27　－　平28	 特 任 教 授	 澤 田 康 文
平28　－　	 客 員 教 授	 澤 田 康 文
平29　－　平30	 特任准教授	 堀 　 里 子
平30　－　	 特任准教授（兼）	 佐 藤 宏 樹

　ヒト細胞創薬学
平29　－　令 4	 教 授（兼）	 池 谷 裕 二
平29　－　平29	 客 員 教 授	 澤 田 光 平
平29　－　平30	 特 任 教 授	 澤 田 光 平
平30　－　令 4	 特 任 教 授	 關 野 祐 子
平30　－　平30	 客 員 教 授	 澤 田 光 平
平31　－　令 4	 客員教授（兼）	 澤 田 光 平

〔社会連携講座〕
◎蛍光医療化学

令 2　－　	 教 授（兼）	 浦 野 泰 照

　脳神経疾患治療学
平29　－　令 4	 教 授（兼）	 富 田 泰 輔

　化学物質安全性評価システム構築
平30　－　令 3	 教 授（兼）	 池 谷 裕 二
平30　－　令 3	 客 員 教 授	 澤 田 光 平
平30　－　令 3	 特任准教授	 竹 内 春 樹

　ITヘルスケア
平30　－　令 3	 特 任 教 授	 今 村 恭 子
平31　－　令 2	 客 員 教 授	 津　谷　喜一郎

◎タンパク質分解創薬
令 2　－　	 教 授（兼）	 村 田 茂 穂
令 2　－　	 特 任 教 授	 内 藤 幹 彦

◎分子腫瘍薬学
令 4　－　	 教 授（兼）	 堀 　 昌 平
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２）年　譜
明治元年６月	 神田和泉町に医学校が開設される。
　　６年７月	 �医学校に予科２年、本科３年の製薬学科が新設される｡
　　７年４月	 医学校は東京医学校と改称される。
　　９年12月	 東京医学校は本郷新校舎に移転する。
　　10年４月	 東京大学創立に伴い医学部製薬学科に改組される。
　　19年３月	 学制改革に際し、帝国大学医科大学と改称、製薬学科は廃止される。
　　20年	 帝国大学医科大学薬学科として復興される。
　　26年４月	 薬学科に生薬学、衛生裁判化学、薬化学の３講座が制定される。
　　30年６月	 東京帝国大学医科大学薬学科と改称。
　　39年	 赤煉瓦造り薬学本館竣工。
　　40年４月	 薬学科に薬品製造学講座が増設され４講座となる。
大正８年４月	 学制改革により、東京帝国大学医学部薬学科に改組される。
　　12年	 東館竣工。
　　14年	 西館竣工。
昭和５年４月	 �薬学科に臓器薬品化学講座が増設され５講座となる。
　　17年４月	 薬学科に薬品分析化学講座が増設され６講座となる。
　　22年10月	 東京大学医学部薬学科と改称。
　　24年５月	 国立学校設置法が公布され、新制度による東京大学医学部薬学科となる。
　　26年４月	 薬学科に製剤学講座が増設され７講座となる。
　　28年４月	 新制度による大学院として、化学系研究科薬学専門課程修士課程が設置される。
　　29年４月	 薬学科に薬品作用学講座が増設され８講座となる。臓器薬品化学講座が生理化学講座と改称される。
　　30年４月	 大学院化学系研究科に薬学専門課程博士課程が設置される。
　　33年４月	 東京大学医学部薬学科が分離独立して薬学部が設置され、薬学科が置かれる。
　　34年４月	 薬学部に製薬化学科が設置され、薬品製造化学講座が振替わる。
　　35年４月	 製薬化学科に薬品製造工学講座が増設され２講座となる。この年記念講堂が竣工し寄贈される。
　　36年４月	 製薬化学科に微生物薬品化学講座及び薬品物理化学講座が増設され４講座となる。
　　37年４月	 製薬化学科に植物薬品化学講座が増設され５講座となる。
　　38年４月	 大学院化学系研究科に製薬化学専門課程修士課程が設置される。
	 �講座に関する省令により、衛生裁判化学講座が衛生化学・裁判化学講座に、生薬学講座が生薬

学・植物化学講座に、植物薬品化学講座が薬品合成化学講座に整理改称される。
　　40年４月	 �大学院化学系研究科が改組され、大学院薬学系研究科が設置される。
	 大学院薬学系研究科製薬化学専門課程に博士課程が設置される。
　　41年４月	 附属薬害研究施設が設置され薬害作用部門が設けられる。
　　42年４月	 製薬化学科に薬品物理分析学講座が増設され６講座となる。
　　46年４月	 附属薬害研究施設に生体異物研究部門が増設される。
　　48年４月	 千葉市畑町に附属薬用植物園が設置される。
　　51年４月	 �附属薬害研究施設が廃止され、同施設部門の転換等により、大学院薬学系研究科に生命薬学専門

課程修士課程が設置される。
	 �生命薬学専門課程は、毒性薬理学講座（薬害作用部門転換）、生体異物・免疫化学講座（生体異

物研究部門転換）、薬品代謝化学（新設）の３講座を基幹講座とし、薬学科の衛生化学・裁判化
学講座及び製薬化学科の微生物薬品化学講座を協力講座として編成される。

　　53年４月	 大学院薬学系研究科生命薬学専門課程に博士課程が設置される。
　　56年	 昭和33年度に開始した薬学部本館建設工事の最終工事が完了し、本館全館が竣工する。
　　62年４月	 大学院規則の改正により、「専門課程」が「専攻」と改称される。
平成２年４月	 �医薬分子設計学寄付講座（平成２年４月～同７年３月）が設置される。
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平成４年４月	 製薬化学科に薬品分子機能学講座が増設され７講座となる。
　　４年10月	 機能病態学寄付講座（平成４年10月～同９年９月）が設置される。
　　６年３月	 南館竣工。
　　６年６月	 大学院薬学系研究科生命薬学専攻に相関医薬化学講座が増設され４講座となる。
　　８年５月	 �薬学科、製薬化学科を薬学科１学科に、既存の14小講座を医薬化学講座、生物有機化学講座、生

体分子機能学講座、細胞生化学講座、医療薬学講座の５大講座に改組し、医療薬学講座に臨床薬
学専門分野を増設した。

　　９年４月	 大学院重点化により、分子薬学専攻・機能薬学専攻・生命薬学専攻の３専攻に改組した。
　　13年４月	 創薬理論科学寄付講座（平成13年４月～同18年３月）が設置される。
	 医薬経済学寄付講座（平成13年４月～同19年３月）が設置される。
　　14年９月	 �ファーマコビジネス・イノベーション寄付講座（平成14年９月～同19年８月、平成28年４月～同

31年３月）が設置される。
　　15年４月	 分子薬学専攻に創薬科学連携客員講座が新設された。
　　16年３月	 薬学系総合研究棟が竣工。
　　16年４月	 総長裁量により生命薬学専攻に医薬品評価科学講座が新設された。
　　16年	 企業との共同研究に基づき、産学連携共同研究室が設置される。
　　16年10月	 医薬品情報学寄付講座（平成16年10月～同21年９月）が設置される。（平成21年10月更新）
　　18年２月	 薬学系総合研究棟Ⅱ期竣工。
　　18年４月	 学校教育法、薬剤師法の改正により、薬科学科（４年制）と薬学科（６年制）の２学科となる。
　　18年４月	 医薬政策学（東和薬品）寄付講座（平成18年４月～同23年３月）が設置される。（平成23年４月更新）
　　19年４月	 アステラス創薬理論科学寄付講座（平成19年４月～同24年３月）が設置される。
　　20年４月	 大学院に統合薬学専攻が設置され、４専攻に改組した。
　　22年３月	 先端創薬棟が竣工。
　　22年４月	 大学院修士課程に既存の４専攻を統合して薬科学専攻が設置される。
　　23年４月	 �医薬政策学寄付講座（平成23年４月～同27年９月）が名称変更し、引き続き設置される（令和２

年10月更新）。
　　24年４月	 �大学院博士後期課程（修業年限３年）に既存の４専攻を統合して薬科学専攻が設置される。薬学

博士課程（修業年限４年）薬学専攻が設置される。
　　24年６月	 医療薬学高度教育開発センターが設置される。
　　24年10月	 疾患細胞生物学寄付講座（平成24年10月～同29年９月）が設置される。
　　25年10月	 �文部科学省「先端研究基盤共用・プラットフォーム形成事業」の支援の下、ワンストップ創薬共

用ファシリティセンターが新設された。
　　26年４月 	 医療薬学教育センターと改称される。
　　27年４月	 �医薬品情報学寄付講座が育薬学寄付講座（平成27年４月～令和２年３月）に名称変更し、引き続

き設置される（令和２年４月更新）。
　　29年４月	 ヒト細胞創薬学寄付講座が設置される。
　　29年７月	 脳神経疾患治療学社会連携講座が設置される。
　　30年10月	 化学物質安全性評価システム構築社会連携講座が設置される。
　　30年11月	 ITヘルスケア社会連携講座が設置される。
　　31年４月	 �医療薬学教育センターとワンストップ創薬共用ファシリティセンターが東京大学基本組織規則第

44条に基づく大学院薬学系研究科附属施設として設置される。
令和２年４月	 蛍光医療化学社会連携講座が設置される。
　　２年10月	 タンパク質分解創薬社会連携講座が設置される。
　　４年４月	 分子腫瘍薬学社会連携講座が設置される。
	 創薬機構が東京大学基本組織規則第44条に基づく大学院薬学系研究科附属施設として設置される。
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２．組　織
１）名称及び所在地

名　　　　　称 所　　　在　　　地 電話番号

大学院薬学系研究科・薬学部
大学院薬学系研究科附属薬用植物園

〒113-0033　文京区本郷７丁目３番１号
〒262-0018　千葉市花見川区畑町1479番地

03-5841-4702
043-273-7413

２）組　　織

薬科学専攻

薬学専攻

事務部

有機薬科学講座

物理薬科学講座

生物薬科学講座

創薬学講座

医療薬学講座

社会薬学講座

寄付講座

社会連携講座

附属施設

　　　薬化学
　　　天然物合成化学
　　　有機合成化学
　　　天然物化学
　　　基礎有機化学
　　　薬用植物化学（薬用植物園）
　　　
　　　生体分析化学
　　　生命物理化学

　　　衛生化学
　　　生理化学
　　　分子生物学
　　　遺伝学
　　　細胞情報学
　　　蛋白質代謝学
　　　細胞分子化学（協力講座）（医科研）
　　　発生病態学（協力講座）（定量研）
　　　核酸制御学（協力講座）（アイソトープ）
　　　分子神経生物学（協力講座）（定量研）

　　　薬品代謝化学
　　　蛋白構造生物学
　　　免疫・微生物学
　　　応用免疫学（協力講座）（定量研）
　　　分子薬物動態学
　　　薬品作用学
　　　機能病態学
　　　臨床薬物動態学（協力講座）（病院）

　　　医薬品評価科学

育薬学
医薬政策学
タンパク質分解創薬
蛍光医療化学
分子腫瘍薬学

薬用植物園
医療薬学教育センター
ワンストップ創薬共用ファシリティセンター
創薬機構
　　　国際交流室

　　　庶務チーム
　　　教務チーム（学部･大学院）
　　　会計チーム（経理･研究協力）
　　　執行チーム
　　　図書チーム

教授会
（各種委員会）
教授総会
（各種委員会）

教育会議
（各種委員会）

教授会
（各種委員会）

大学院薬学系研究科

薬　学　部
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３．教職員
１）役　職　員　

研究科長・学部長（評議員） 三 浦 正 幸 医療薬学教育センター長 三 浦 正 幸
副 研 究 科 長 村 田 茂 穂 ワンストップ 創 薬 共 用

ファシリティセンター長 村 田 茂 穂
副 研 究 科 長 浦 野 泰 照 創 薬 機 構 長 一 條 秀 憲
薬 用 植 物 園 長 三 浦 正 幸 事 務 長 斉 藤 正 己

（令和５年７月１日現在）

２）教 職 員 数
教　　　　　　　　　員 研　究　員 一　般　職　員

合計一般職（一）
小計教授 准教授 講師 助教 特任教授 特任准教授 特任講師 特任助教 小計 特任研究員 その他の

研究者 小計 事務職員 技術職員
19 15 6 29 4 7 5 6 91 23 7 30 21 １ 22 143

３）専門分野別教員一覧� ☆：特任教員
専攻名 講 座 名 専門分野（教室名） 教　　授 准　教　授 講　　師 助　　　教

薬科学

有機薬科学

薬化学 大和田智彦 尾谷　優子

天然物合成化学 井上　将行 長友　優典 伊藤　寛晃
萩原　浩一 ☆藤野　　遙

有機合成化学 金井　　求 川島　茂裕 三ツ沼治信 ☆山梨　祐輝
天然物化学 阿部　郁朗 森　　貴裕 牛丸理一郎

基礎有機化学 内山　真伸 宮本　和範
☆中島　誠也 鳥海　尚之

薬用植物化学（薬用植物園） （兼）阿部　郁朗

物理薬科学
生体分析化学 船津　高志

（客）木村　廣道 角田　　誠 岡部　弘基 ☆白崎　善隆

生命物理化学 竹内　　恒 上田　卓見 幸福　　裕
徳永　裕二

生物薬科学

衛生化学 青木　淳賢 河野　　望 可野　邦行

生理化学 北川　大樹 福山　征光
☆畠　　星治

知念　拓実
山本　昌平

分子生物学 後藤由季子 川口　大地
☆大石　康二 國屋   敬章

遺伝学 三浦　正幸 中嶋悠一朗
樫尾宗志朗
篠田　夏樹
内山　聖一

細胞情報学 一條　秀憲 名黒　　功
☆丸山　　剛

藤澤　貴央
山内　翔太

蛋白質代謝学 村田　茂穂 濱崎　　純 平山尚志郎

（社）タンパク質分解創薬 （兼）村田　茂穂
☆内藤　幹彦

薬　学

創薬学

薬品代謝化学 浦野　泰照
上野　　匡
小松　　徹
橘　　　椋

蛋白構造生物学 清水　敏之 大戸　梅治 平野　良憲
張　　志寛

免疫・微生物学 堀　　昌平 瀬戸口留可 中島　　啓
村上　龍一

（社）蛍光医療化学 （兼）浦野　泰照
（社）分子腫瘍薬学 （兼）堀　　昌平 ☆榎本　　豊

医療薬学

分子薬物動態学 楠原　洋之 林　　久允 水野　忠快

薬品作用学 池谷　裕二 小山　隆太 中嶋　　藍
松本　信圭

機能病態学 富田　泰輔
（客）鳥居　慎一 堀　由起子 高鳥　　翔 ☆木村　妙子

（寄）育薬学 （客）澤田　康文 （兼）☆佐藤　宏樹 ☆柳　奈津代

社会薬学 医薬品評価科学 （兼）三浦　正幸
（客）藤原　康弘 小野　俊介 苅谷　嘉顕

（寄）医薬政策学 （兼）三浦　正幸 （客）五十嵐　中 ☆滕　　麗達
国際卓越大学院 ☆渡邉　康平

医療薬学教育センター

☆三田　智文
（兼）三浦　正幸
（兼）村田　茂穂
（兼）澤田　康文
（兼）高田　龍平
（客）山本　　昇

（兼）大戸　梅治
（兼）☆佐藤　宏樹 （兼）苅谷　嘉顕

ワンストップ創薬共用ファシリティセンター （兼）村田　茂穂

創薬機構

（兼）一條　秀憲
☆小島　宏建
☆宮地　弘幸

（客）榑林　陽一
（客）岡部　隆義

☆飯嶋　　徹
☆安田　公助

☆今村　理世
☆金光佳世子
☆池田　拓也
☆高宮　万里

国際交流室 （兼）富田　泰輔 五所恵実子
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４．学　生
１）定員及び現員� （令和５年５月１日現在）

区分
学部学生

（ ）内は女子で内数

３年 ４年 ５年 ６年 合計

定員 80 80 8 8 176

現員 85
（30）

88
（26）

9
（4）

10
（9）

192
（69）

区分

大学院学生

修士課程 博士後期課程 薬学博士課程
合計

１年 ２年 計 １年 ２年 ３年 計 １年 ２年 ３年 ４年 計

定員 100 100 200 50 50 50 150 10 10 10 10 40 390

現員 81
（18）

98
（39）

179
（57）

35
（10）

40
（11）

69
（25）

144
（46）

7
（1）

8
（5）

6
（4）

10
（3）

31
（13）

354
（116）

２）外国人留学生� （令和５年５月１日現在）

区分
国籍�

（地域）
学部

大学院
合計

修士 博士 研究生

シ リ ア  1（1）   1（1）

中 国  5 17 21（3）   4 47（3）

台 湾  1   1   2

カ ナ ダ  1（1）   1   2（1）

ア メ リ カ  1   1

ネ パ ー ル  1   1

合 計   6 18（1） 25（4）   5 54（5）
（ ）内は国費留学生の内数

３）研究生等入学・受入れ状況

年　度

区　分
令和
元 ２ ３ ４ ５

学 部 研 究 生 1 1

大学院研究生 9 14 6 4 6

学 部 聴 講 生 3 2 1 1 2

小 計 12 16 7 6 9

受 託 研 究 員 2 4 3 1 0

合 計 14 20 10 7 9
各年度５月１日現在在籍者数
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４）就職・進学の状況
区　　　分 学部卒業者

年　　　度
平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４

薬科学科 薬学科 薬科学科 薬学科 薬科学科 薬学科 薬科学科 薬学科 薬科学科 薬学科

製 薬 会 社 1 1 4 3 3 3

化 学 工 業 系 会 社 1 1

金融・保険・商事会社 2 2 1

教育・官公庁・研究所等 1 1 2 2

そ の 他 4 5 1 1 3 3 2 1 2

小 計（ 就 職 者 数 ） 4 6 2 8 5 7 3 6 4 5

進学（修士･薬学博士課程） 67 1 66 70 2 71 3 72 1

研究生・他学部進学等 2 1 2 4 1

海 外 留 学 1

そ の 他 1 3 1 2

合　　計（卒業生） 74 7 69 9 80 9 78 10 77 8

区　　　分 修士課程修了者 博士後期・薬学博士課程修了者

年　　　度 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４

製 薬 会 社 19 13 12 16 17 17 21 22 19 29

化 学 工 業 系 会 社 9 10 5 2 3 6 1 3 1

金融・保険・商事会社 3 3 3 5 4 1

教育・官公庁・研究所等 6 3 6 6 1 8 15 14 11 12

そ の 他 6 13 16 12 16 2 3 2 4 5

小 計（ 就 職 者 数 ） 43 42 42 41 41 34 40 41 35 46

進学（博士後期課程） 43 44 36 40 36

進学（他研究科修士・他学部進学等） 1 2 3 2

海 外 留 学 1 2 1

日本学術振興会研究員等 7 8 2 4 1

そ の 他 4 2 3 2 3 4 4 1

修　了　者　数 91 91 83 86 83 45 52 43 39 48

５）博士学位授与数
年　　度

区　　分
平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 累計

課 程 博 士 45 52 45 41 48 2,058

論 文 博 士 11 16 13 8 3 1,575
※論文博士（旧制）授与数：571
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６）奨学生（令和４年度）
　①　日本学生支援機構

項目 第一種 第二種 給付
合  計 在学生数

（10月1日現在）
在学生に
対する率学年

区分 3年 4年 5年 6年 3年 4年 5年 6年 3年 4年 5年 6年

学 部 奨 学 生 数 3 3 2 1 9 7 2 1 3 9 2 0 42 193 22％

区　　分 学年
課程 １　年 ２　年 ３　年 ４　年 合  計 在学生数

（10月1日現在）
在学生に
対する率

大学院奨学生数
修士 16 16 － － 32 181 18%

博士後期・薬学博士 3 2 3 2 10 180 6%

　②　その他奨学生

区　分
種　類

学部学生 大学院学生
合　計

３年 ４年 ５年 ６年 修　士 博　士
ア イ ン グ ル ー プ ス カ ラ ー シ ッ プ 0 0 2 1 0 5 8
渥 美 奨 学 金 0 0 0 0 0 1 1
安 藤 記 念 奨 学 財 団 奨 学 金 0 0 0 0 0 1 1
伊 藤 謝 恩 育 英 財 団 0 1 0 0 0 0 1
岩 垂 奨 学 金 0 0 0 0 2 0 2
大 塚 敏 美 育 英 奨 学 財 団 0 0 0 0 0 2 2
小 原 白 梅 育 英 基 金 0 0 0 0 1 0 1
河 内 奨 学 財 団 1 2 0 0 1 0 4
キ ー エ ン ス 財 団 1 0 0 0 0 0 1
国家建設高水平公費派遣大学院生プログラム 0 0 0 0 0 1 1
小 林 奨 学 生 0 0 0 0 1 0 1
小 堀 雄 久 学 生 等 支 援 会 1 0 0 0 0 0 1
さ つ き 会 奨 学 金 0 0 1 0 0 0 1
佐 藤 奨 学 会 1 0 0 0 0 0 1
Ｊ Ｔ 国 内 大 学 奨 学 金 0 1 0 0 0 0 1
鈴 木 万 平 記 念 薬 学 奨 学 基 金 1 1 1 0 0 0 3
朝 鮮 奨 学 会 0 0 0 0 1 0 1
東 京 海 上 各 務 記 念 財 団 0 2 0 0 0 0 2
東 京 大 学 フ ェ ロ ー シ ッ プ 0 0 0 0 5 1 6
東京大学外国人留学生支援基金奨学生 0 0 0 0 2 0 2
戸 部 眞 紀 財 団 0 0 0 0 1 0 1
日 新 製 糖 奨 学 育 英 基 金 0 1 0 0 0 0 1
似 鳥 外 国 人 留 学 生 奨 学 生 0 2 0 0 0 0 2
日 本 台 湾 交 流 協 会 奨 学 金 1 0 0 0 0 1 2
服 部 国 際 奨 学 財 団 1 0 0 0 1 0 2
ヒロセ国際奨学財団外国人留学生奨学生 1 0 0 0 1 1 3
み ず ほ 育 英 会 1 0 0 0 0 0 1
ロータリー米山記念奨学会奨学金 0 0 0 0 1 1 2
合 計 9 12 4 1 18 15 59
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５．施設設備等
１）土　　地　　14,677㎡
　　本郷地区　　 8,554㎡　　校舎、附属薬用植物園見本園
　　千葉地区　　 6,123㎡　　附属薬用植物園

２）建　　物　　27,591㎡（延総面積）
　　（本郷地区）

区　　　　　　分 構　　　造 建　築　年 用　　　　途 延床面積（㎡）

教室及び実験室

本 館 ＲＣ－６
地下１屋階付 昭和32－56年 校舎実験研究室等   8,896

総合研究棟 ＲＣ－10
地下１屋階付 平成16年 〃 11,453

南 館 ＲＣ－６
地下２屋階付 平成６年 〃   4,734

資 料 館 ＲＣ－５
（含･渡り廊下） 平成８年 図書館   1,263

教 育 研 究 棟 Ｓ－２
（含･渡り廊下） 平成14年 実験研究室等      260

先 端 創 薬 棟 Ｒ－３ 平成21年 実験研究室等      337
薬 品 倉 庫 Ｒ－１ 平成５年、10年 倉庫      133

合　　　　　計 27,076

　　（千葉地区）
管 理 室 Ｗ－１ 昭和18 管理室        69
実 験 及 び 実 習 室 ＣＢ－１ 昭和48 実験実習室等      151

温 　 室 （ 第 二 ） Ｒ 昭和50
（平成12年建替） 温室        68

　 〃 　 （ 第 一 ） Ｒ－１ 昭和57 〃      214
ボ イ ラ ー 室 ＣＢ－１ 昭和52 ボイラー室          3
機 械 室 ＣＢ－１ 昭和57 機械室        10

合　　　　　計      515

３）設 備 等
　①　図書及び学術雑誌（令和５年３月31日現在）
	 （単位：図書＝冊、学術雑誌＝種）

図書 学術雑誌

和　書 洋　書 小　計 和　書 洋　書 小　計

14,798 37,111 51,909 414 427 841

②　標　　本

区　　分 現有

薬 用 植 物 学 30,600

生 薬 学 17,200

解 剖 生 理 学          0

そ の 他          0

計 47,800
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６．財　政
１．支出決算額

（単位：千円）

年度 人件費 運営費交付金 受託研究費等 受託研究員費 小　計（A）

平成25 765,449    321,087 1,053 ,571 5,953 2,146 ,060

　　26 789,831    408,318    925,567 5,011 2,128 ,727

　　27 809,788    385,312    977,563 5,568 2,178 ,231

　　28 809,470    397,581 1,108 ,677 3,897 2,319 ,625

　　29 838,563    371,497 1,229 ,810 3,062 2,442 ,932

　　30 859,287    431,553 1,261 ,267 1,949 2,554 ,056

令和元 854,169    521,370 1,499 ,622 1,985 2,877 ,146

　　２ 869,608    420,024 1,756 ,214 2,268 3,048 ,114

　　３ 863,538    461,345 1,870 ,943 1,134 3,196 ,960

　　４ 882,515 1,036 ,671 1,441 ,828        0 3 ,361 ,014

（単位：千円）

年度 科学研究費補助金
（B） 寄附金（C） 合計

（A）+（B）＋（C）

平成25 （文科省） 　1,006,939
（厚労省） 　     25 ,760 228,198 3,406 ,957

　　26 （文科省） 　   946,462
（厚労省） 　        2 ,450 147,715 3,225 ,354

　　27 （文科省） 　   949,353
（厚労省） 　        2 ,800 248,898 3,379 ,282

　　28 （文科省） 　   876,319
（厚労省） 　        3 ,200 262,209 3,461 ,353

　　29 （文科省） 　1,253,448
（厚労省） 　        2 ,700 304,428 4,003 ,508

　　30 （文科省） 　1,124,790
（厚労省） 　        1 ,700 284,735 3,965 ,281

令和元 （文科省） 　1,033,882
（厚労省） 　           150 198,837 4,110 ,015

　　２ （文科省） 　1,076,370
（厚労省） 　           150 229,635 4,354 ,269

　　３ （文科省） 　   928,142
（厚労省） 　        1 ,280 243,929 4,370 ,311

　　４ （文科省） 　   974,445
（厚労省） 　           400 176,013 4,511 ,872
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７．専門分野別主要研究テーマ
薬　科　学　専　攻
　有機薬科学講座

専 門 分 野 主 要 研 究 テ ー マ

薬 化 学 教 室

１．特異な構造を持つ分子の合成と生物活性への応用
　　�アミドの化学、ヘリックス分子、ストランド分子、刺激応答性ＮＯ放出物

質、ペプチド中分子の構造化、タンパク質－タンパク質相互作用制御物質
２．陽イオン中間体の化学
　　芳香族化合物への応用、窒素カチオンの隣接基関与
３．膜タンパク質の機能を調節するメディシナルケミストリー
４．�理論計算を活用する構造化学・反応化学・動的挙動の研究、溶媒効果、計

算タンパク質科学

天 然 物 合 成 化 学 教 室

１．天然物全合成効率化のための戦略開発
　　�多官能基化フラグメント同士を連結する収束的合成戦略、網羅的全合成を

可能とする統一的合成戦略
２．巨大複雑天然物の全合成
　　多縮環・多官能基化天然物の全合成
３．ペプチド天然物の全合成と機能解析
　　抗菌ペプチドおよびイオンチャネル形成巨大ペプチドの全合成と機能解析
４．天然物を基盤とした新機能創造
　　天然物の構造と機能をモチーフとした生体機能の新しい制御法開発

有 機 合 成 化 学 教 室

１．複雑分子の全合成を革新しうる触媒反応開発
　ａ．redoxにカップルした触媒的結合構築
　ｂ．保護基フリー触媒的分子構築
２．触媒開発を基盤するClean,Robust,Conciseな分子合成：収束的触媒反応
３．触媒開発を基盤とした新エネルギー社会への貢献：H2やO2の触媒的活性化
４．�触媒反応開発を基盤とした新コンセプトからの創薬：抗ウイルス、感染症、

免疫抑制剤、癌、oscillation、触媒医療

天 然 物 化 学 教 室
１．天然物の生合成（ゲノムマイニング、生合成工学）
２．酵素と生体触媒（構造機能解析、酵素工学、反応機構）
３．生物活性物質の探索（単離構造決定、合成、作用機序）

基 礎 有 機 化 学 教 室

原子・電子レベルで現象を理解し、分子の自在構築によって物質と生命を科学
する
１．分子の構造・結合・芳香族性・動きに関する研究
２．結合を自在に操る新反応開発
３．光を操る分子科学・分子技術
４．生命の起源と物質の進化に関する研究
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　物理薬科学講座

専 門 分 野 主 要 研 究 テ ー マ

生 体 分 析 化 学 教 室

１．生体分子機械の動作原理の解明
２．1分子検出顕微鏡による細胞機能解析
３．1細胞分泌実時間イメージングによる細胞間相互作用の解析
４．マイクロ・ナノデバイスによる分析科学技術の開発

生 命 物 理 化 学 教 室

１．生物学的・創薬科学的に重要なタンパク質の機能解明
２．シグナル伝達やエネルギー代謝を司る生体分子群の機能解明
３．高分子量タンパク質の構造ダイナミクスを解析するNMR手法の開発
４．�生体分子の機能環境を再現する試料調製法と洗練された安定同位体標識法

の開発
５．in-cell NMR法による細胞内の生命現象の観測と細胞内創薬への展開

生物薬科学講座

専 門 分 野 主 要 研 究 テ ー マ

衛 生 化 学 教 室
１．脂質メディエーターの産生・受容機構の解明とその意義の解明
２．生体膜脂肪酸環境の制御機構とその意義の解明
３．細胞内シグナルを制御する膜脂質（ドメイン）の同定とその機能解析

生 理 化 学 教 室

細胞分裂を制御する基本原理を解明し、創薬に応用する：
１．中心体複製の分子機構の解明とその理論化
２．多様なマシナリーにより駆動される細胞分裂の分子基盤
３．非コードRNAが制御する細胞分裂の分子機構
４．比較がん細胞生物学と次世代型細胞分裂阻害剤の開発
５．細胞遺伝学的手法による細胞間コミュニケーションの解析

分 子 生 物 学 教 室

細胞運命が決定する仕組みを分子レベルで理解する
１．脳発生および成体における神経幹細胞の運命制御
２．エピゲノム／クロマチンによる細胞運命制御
３．脳発生異常と精神疾患の関連

遺 伝 学 教 室

１．非細胞死性のカスパーゼ活性の分子機構と生体制御機構
２．発生・成長・老化・再生における代謝スイッチ機構
３．表現度発現の分子機構
４．発生における器官サイズ制動機構
５．細胞運命の可塑性から解く組織恒常性と環境応答

細 胞 情 報 学 教 室

１．細胞内シグナル伝達
２．ストレス応答と細胞死の分子機構
３．ASKファミリーシグナルの破綻と疾患（癌、免疫、神経、血圧、熱産生）
４．酸化ストレス、小胞体ストレス、浸透圧ストレス、ミトコンドリアストレス

蛋 白 質 代 謝 学 教 室

１．プロテアソームの動作機構の解明
２．�プロテアソーム機能異常による疾患（老化、がん、炎症、神経変性）への

介入方法の創出
３．タンパク質恒常性維持機構の解明
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薬　学　専　攻
　創薬学講座

専 門 分 野 主 要 研 究 テ ー マ

薬 品 代 謝 化 学 教 室

１．�蛍光・増感・ケージドプローブの論理的デザイン法の確立を目指した光物
理有機化学研究

２．新規光機能性プローブの開発とその細胞生命現象解析への応用
３．�動物体内でのin vivo 病態可視化・動的制御を実現する光機能性プローブ・

MRIプローブの開発
４．�微小がんの術中迅速可視化・治療を実現する光機能性プローブの開発と新

医療技術創成
５．蛍光プローブを活用した創薬及び創薬標的の探索に関する研究

蛋 白 構 造 生 物 学 教 室

１．�Ｘ線結晶解析およびクライオ電子顕微鏡単粒子構造解析によるタンパク質
やタンパク質複合体の三次元構造の解明

２．�生体高分子（とくに、自然免疫に関わるタンパク質やシグナル伝達に関わる
タンパク質、および医学薬学的に重要なタンパク質）の構造と機能の研究

３．�生体高分子同士あるいはその活性制御化合物との複合体構造に基づく相互
作用解析

免 疫・ 微 生 物 学 教 室

１．免疫寛容機構の解明
２．制御性Ｔ細胞の分化と機能のメカニズムの解明
３．Ｔ細胞レパトア選択機構の解明
４．メモリーCD8T細胞の恒常性維持機構

　医療薬学講座

専 門 分 野 主 要 研 究 テ ー マ

分 子 薬 物 動 態 学 教 室

薬物の薬効、安全性を支配する要因と機構の解明
－薬物の生体内動態（ファーマコキネティックス）及び薬効発現の速度論、分
子論－
１．�薬物の体内動態及び薬効の試験管レベルから個体レベルヘの再構築：遺伝

子多型による体内動態の個体差および薬物間相互作用の予測
２．�薬物の胆汁・尿中排泄機構および血液脳関門透過機構の解析：遺伝子改変

動物、遺伝子発現細胞の利用
３．小児肝臓難病の病態解明、診断・治療法の開発に関する研究
４．トランスポーターの発現・輸送制御機構の解析
５．薬物の応答プロファイルの解析方法構築と機序解明

薬 品 作 用 学 教 室

１．�神経細胞集団による情報処理機構（記憶、情動、意思決定、忘却、共感、直感、
失敗、ひらめき、退屈感など）

２．�神経回路システムの演算機構と高次可塑性の探求（自発活動と入出力相関、
大脳皮質の回路情報と条件付学習、神経－グリア－血管相互作用、回路発達）

３．�脳疾患や発達障害における神経回路形成機構の解明（てんかん、自閉症、
うつ病など）

４．嗅覚系を用いた神経回路構築とその作動原理の解明
５．�人工知能を用いたデータ解析（深層学習、機械学習、ニューラルネットワー

クなど）
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専 門 分 野 主 要 研 究 テ ー マ

機 能 病 態 学 教 室

１．Αβ代謝メカニズム（産生、分泌、分解）とその制御の研究
２．Αβ蓄積後に生じる細胞病態の理解と診断法開発
３．患者脳に蓄積するアミロイド形成機構解明と制御
４．アルツハイマー病におけるミクログリアの病的機能解明
５．アルツハイマー病タウ病態の再現
６．パーキンソン病の分子病態メカニズム解明
７．αシヌクレイン蓄積病態伝潘機構の解明
８．認知症予防運動プログラムの開発

　社会薬学講座

専 門 分 野 主 要 研 究 テ ー マ

医 薬 品 評 価 科 学 教 室
１．新医薬品研究開発の効率の向上に関する研究
２．医薬品の有効性・安全性評価の方法論に関する研究
３．社会にとって望ましい医薬品関連規制のあり方に関する研究

　附属施設

専 門 分 野 主 要 研 究 テ ー マ

薬 用 植 物 園
１．薬用植物の組織培養と有用二次代謝産物の生産
２．植物由来生物活性物質の化学と生合成

医療薬学教育センター
１．薬学実務教育プログラムの開発研究
２．医療薬学研究者養成プログラムの開発研究
３．先導的薬剤師の養成に向けた卒後教育プログラムの開発研究

ワンストップ創薬共用
ファシリティセンター

１．�多様な結合・元素・反応場を活用する触媒設計指針と有用官能基導入法の
開発

２．高活性・高選択性を実現する分子メカニズムの解明
３．開発した反応を基盤とする生命科学・物質科学へのアプローチ

創 薬 機 構

１．創薬シーズ探索に関する総合的な研究支援
２．化合物ライブラリーに関する研究
３．化合物スクリーニングに関する研究
４．医薬品化学、最適化合成研究
５．薬物の動態や物性評価に関する研究

　寄付講座

専 門 分 野 主 要 研 究 テ ー マ

育 薬 学

１．高効率な医薬品市販後情報収集システムの構築と持続的推進
２．�医薬品に関連するインシデント・アクシデントの予測と製品進化に関する

育薬研究
３．一般市民を対象とした医薬品市販後情報収集システムの構築
４．�医療・介護関係者、学生、一般市民に対する医薬品適正使用・育薬のため

の教育・研修システムの構築
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専 門 分 野 主 要 研 究 テ ー マ

医 薬 政 策 学

１．既存の医療の価値評価と、価値評価の基準構築に資する諸外国の制度比較
２．個別の医薬品・医療機器の費用対効果評価と財政影響評価に関する研究
３．�OTCや健康食品を含むセルフメディケーション・ヘルスプロモーション領

域のエビデンス構築に関する研究
４．Value Based Health Careの政策応用に向けた制度設計の補助と提言
５．科学的エビデンスに基づく医薬品・医療機器の薬剤疫学的研究

　社会連携講座

専 門 分 野 主 要 研 究 テ ー マ

タ ン パ ク 質 分 解 創 薬
１．標的タンパク質の選択的分解技術の開発
２．疾患関連タンパク質を分解する新規化合物の開発

蛍 光 医 療 化 学

１．�臨床医学上の課題を解決できる新規蛍光プローブを効率的に探索する方法
の確立

２．臨床診断に応用できる蛍光検出技術の開発およびその周辺課題の解決
３．上記課題解決に必要な蛍光プローブの最適化を含む基盤研究

分 子 腫 瘍 薬 学

造血器腫瘍の基礎研究から新たな治療法の開発を目指す
１．薬剤耐性機序の解明
２．薬剤併用療法の開発
３．悪性腫瘍治療における免疫活性化療法
４．クローン性造血におけるT細胞機能の解明
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８．配置図
１）本郷構内配置図

［浅野キャンパス］

［弥生キャンパス］
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鉄門
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東文研

懐徳門

懐徳館経済学部

医学部

山上会館

教育学部
総合図書館
情報学環・社研

医学部附属病院

大学院薬学系研究科･
薬学部

本部棟から見た資料館、総合研究棟、薬草園

薬草園（総合研究棟４F）
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２）薬学部校舎及び諸施設配置図

薬学部本館正面玄関

医学部
附属動物
実験施設

南館

薬学
資料館

先端
創薬棟

教育研究棟

総合
研究棟

薬学部本館
西口

玄関北口

）
館
北
（

）
館
西
（

口
西

薬品倉庫

●

●

薬学部本館及び薬学系総合研究棟
（医学部附属病院から望む。）

レオポルト・ミュルレル氏

下山順一郎先生
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９．附属薬用植物園
� （〒262-0018　千葉市花見川区畑町1479番地　TEL. 043-273-7413　FAX. 043-273-0033
　薬用植物園は総武線新検見川駅から北方へ徒歩約25分、本学検見川総合運動場に隣接して設置されている。6,123
㎡の敷地には学生教育上重要な薬用植物の標本園が設けられている。また、系統保存や育種栽培研究、内外の薬用
植物蒐集栽培、薬用植物成分の化学的、薬理的、生合成的、植物生理学的、生薬学的研究、薬用植物栽培管理上の
諸問題等の研究を行うことを目的とし、温室、管理棟および実験棟が設けられている。
　現在栽培されている植物は55科約250種におよぶ。毎年３年次生の夏学期に本植物園で実習が行われる。
　昭和57年度からは学部構内に研究室が置かれ、現在に至っている。
　なお、本学総合研究博物館（本郷構内）の１階には薬学部門があり主として生薬、薬用植物の標本が管理保存さ
れている。
　平成16年10月、総合研究棟のＩ期工事の完成に伴い、学生が身近に薬用植物に触れることができるように、講堂
屋上に屋上緑化の適用例としては初めての約100㎡の薬草園を設けた。自動灌水装置を備えた約60cmの深さの軽量
土壌の土地に数十種類の薬用植物が植栽されている。

大学院薬学系研究科附属薬用植物園配置図
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東京大学大学院薬学系研究科・薬学部
〒113-0033　�東京都文京区本郷７−３−１�

TEL 03-5841-4702・1499・4719�
FAX 03-5841-4711�
http://www.f.u-tokyo.ac.jp/




